
 

 
 
 
事業者等が自主的に環境保全に関する取組みを進めるにあたり、環境方針や目標を自ら設定し、

これらの達成に向けて取り組んでいくための仕組みを環境マネジメントシステムといいます。

本章では、目黒区の環境マネジメントシステムである「めぐろエコ・プラン（目黒区地球温暖化

対策推進実行計画）」における平成２４年度の取組み実績と取り組みに対する評価について報告し

ます。

区は、最も身近な自治体として、また区内における大規模事業者

として、率先して地球温暖化対策に取り組んでいます。

平成２１年４月には、今まで取り組んできた「ＩＳＯ１４００１ 」

と「新エコ・アクションプログラムめぐろⅡ 」を発展的に解消し、

区有施設のすべてを対象とした「目黒区地球温暖化対策推進実行計

画」（略称「めぐろエコ・プラン」）を策定しました。

この計画は、低炭素社会実現に向けた温室効果ガス排出量を削減

するための総合的な仕組みであるとともに、循環型社会実現に向け

た環境負荷低減に資する取組みの推進を図るもので、「地球温暖化対

策の推進に関する法律」第２０条の３第１項に規定する「地方公共

団体実行計画」です。

                                                   
ＩＳＯ１４００１：環境に関する国際標準規格。

新エコ・アクションプログラムめぐろⅡ：平成 年 月に策定した目黒区独自の「地球温暖化対策推進地方公共団体実行計画」。

第４章 目黒区環境マネジメントシステムの取組み

＜テーマ１＞

＜めぐろエコ・プラン ポケットブック＞ 

目黒区

地球温暖化対策

地域推進計画 

めぐろエコ・プラン

 地球温暖化対策の推進に

関する法律（温対法）

目黒区地球温暖化対策

推進実行計画

環境方針

目黒区実施計画 

目黒区基本構想 

目黒区基本計画 

目黒区環境基本計画 
 

目黒区
みどりの基本計画 

目黒区環境基本条例 

＜めぐろエコ・プラン（目黒区地球温暖化対策推進実行計画）の位置づけ＞

めぐろエコ・プラン（目黒区地球温暖化対策推進実行計画）
～低炭素社会実現に向けた目黒区率先行動計画～
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第4章　目黒区環境マネジメントシステムの取組み



 

 
 
 
事業者等が自主的に環境保全に関する取組みを進めるにあたり、環境方針や目標を自ら設定し、

これらの達成に向けて取り組んでいくための仕組みを環境マネジメントシステムといいます。

本章では、目黒区の環境マネジメントシステムである「めぐろエコ・プラン（目黒区地球温暖化

対策推進実行計画）」における平成２４年度の取組み実績と取り組みに対する評価について報告し

ます。

区は、最も身近な自治体として、また区内における大規模事業者

として、率先して地球温暖化対策に取り組んでいます。

平成２１年４月には、今まで取り組んできた「ＩＳＯ１４００１ 」

と「新エコ・アクションプログラムめぐろⅡ 」を発展的に解消し、

区有施設のすべてを対象とした「目黒区地球温暖化対策推進実行計

画」（略称「めぐろエコ・プラン」）を策定しました。

この計画は、低炭素社会実現に向けた温室効果ガス排出量を削減

するための総合的な仕組みであるとともに、循環型社会実現に向け

た環境負荷低減に資する取組みの推進を図るもので、「地球温暖化対

策の推進に関する法律」第２０条の３第１項に規定する「地方公共

団体実行計画」です。

                                                   
ＩＳＯ１４００１：環境に関する国際標準規格。

新エコ・アクションプログラムめぐろⅡ：平成 年 月に策定した目黒区独自の「地球温暖化対策推進地方公共団体実行計画」。

第４章 目黒区環境マネジメントシステムの取組み

＜テーマ１＞

＜めぐろエコ・プラン ポケットブック＞ 

目黒区

地球温暖化対策

地域推進計画 

めぐろエコ・プラン

 地球温暖化対策の推進に

関する法律（温対法）

目黒区地球温暖化対策

推進実行計画

環境方針

目黒区実施計画 

目黒区基本構想 

目黒区基本計画 

目黒区環境基本計画 
 

目黒区
みどりの基本計画 

目黒区環境基本条例 

＜めぐろエコ・プラン（目黒区地球温暖化対策推進実行計画）の位置づけ＞

めぐろエコ・プラン（目黒区地球温暖化対策推進実行計画）
～低炭素社会実現に向けた目黒区率先行動計画～

 

 

区有施設のすべてを対象として、低炭素社会実現に向けた総合的な温室効果ガスの削減と循環

型社会実現に向けたエネルギー使用量の削減やごみの減量等環境負荷の低

減の取組みを進めました。

■ 温室効果ガス（二酸化炭素）排出量の削減

● 温室効果ガス（二酸化炭素）の排出状況

温室効果ガスの排出量は、平成１７年度を基準とし、平成２５年度において６％以上削

減することを目標に掲げています。平成２４年度の総排出量は１９２４８ｔ であり、

対平成２３年度比で＋２０％、対基準年度比では－１０７％でした。

排出源別に見ると、電気（６４３％）、次いで都市ガス（３１４％）となっており、上位

２項目で９５％を占めています。このことから、温室効果ガスの排出量の削減には、電気・

ガスの使用量を削減することが重要であるといえます。

また、平成２４年度に新設した３つの施設の実績温室効果ガス排出量は、中根学童保育

クラブ８ｔ 、コーポ清水町２ 、緑が丘駅駐輪場１ でした。合計で１１

となりました。

「めぐろエコ・プラン（目黒区地球温暖化対策推進実行計画）」

［目 標］区の事務事業に伴い排出される温室効果ガスの排出量を、平成１７年度を基準とし

て、目標年度の平成２５年度において６％以上削減します。

［期 間］平成２１年度から２５年度までの５年間

［対象範囲］総合庁舎、庁外施設等を含めた区有施設のすべて

（ただし、区営住宅等個別の使用者が光熱水費を負担している施設は除く）

［取 組 み］・大規模施設における省エネルギー活動の推進

・小規模施設における事業特性を活かした省エネルギー活動の推進

・日常業務でのエコオフィス活動の推進

・省エネルギー機器の段階的導入

・施設の新築、改築、改修時における省エネルギー・新エネルギー設備の導入

・低燃費車の導入

・温室効果ガス吸収作用の保全・創出

［管理対象］６種類の温室効果ガスのうち、総排出量の９５％以上（区の事務事業においては９

８％）を占める二酸化炭素を対象としています。 
①二酸化炭素排出量等算定項目

・電気、都市ガス、化石燃料（ガソリン、灯油、軽油、重油、 等）

・水道（下水道）

②二酸化炭素排出量算定外項目

・ごみ排出量

・紙使用量

・グリーン購入

・省エネルギー機器の導入量

本計画では、 （計画）、 （実行）、 （評価）、

（見直し）の サイクルによるマネジメントシ

ステムを活用し、組織的な進行管理と継続的改善を行います。

平成２４年度の取組み結果
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区分
平成１７年度
（基準年）

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 対基準年度比

総排出量 ２１５６６ ２２３６９ １８８７９ １９２４８ －１０７％

内
訳

電気 １３８８０ １４７７２ １１９７４ １２３８３ －１０８％

都市ガス ６７２７ ６７７８ ６０４４ ６０３４ －１０３％

水道 １４５ １５４ １４６ １５０ ３４％

下水道 ３９８ ４１２ ４０１ ４０８ ２５％

化石燃料 ３９４ ２３２ ２９６ ２５５ －３５３％

その他 ２２ ２０ １９ １８ －１８２％

＊ 化石燃料：ガソリン、 、 、軽油、灯油、重油など

＊ その他：自動車走行距離などから算出したメタンや一酸化二窒素を二酸化炭素に換算

＊ 各区分の数値は、四捨五入しているため、合計と異なることがある。算出にあっては、東京都地球温暖化対

策指針（平成１７年４月１日）による排出係数を使用した。

 
 

区分
平成１７年度
（基準年）

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 対基準年度比

電 気（千 ） ３５９５８ ３８２７０ ３１０２１ ３２０８１ －１０８％

都市ガス（千 ） ３１９１ ３２１５ ２８６７ ２８６２ －１０３％

水 道（千 ） ７６３ ８１０ ７６８ ７９３ ＋３９％

下 水 道（千 ） ７７８ ８０７ ７８５ ７９９ ＋２７％

ガソリン（千ℓ） ５５ ４３ ４４ ３８ －３０９％

＊ ガソリンは使用量ではなく購入量

＜二酸化炭素総排出量と内訳＞ （単位：ｔ ）

＜電気、都市ガス、水道、下水道、ガソリンの使用量内訳＞

二酸化炭素排出量の推移

基準年以降平成２２年度まで

は、多少の増減はあるもののほぼ

横ばいで推移していましたが、震

災後の節電対策等により、平成２

３年度には前年度比で１５ ６％

の減となりました。平成２４年度

は、前年度比で２０％の増加でし

た。 

(年度)

めぐろエコ・プランの計画期間

６％以上

削減

目標

(基準年)

＜二酸化炭素排出量の推移＞

トピックス
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区分
平成１７年度
（基準年）

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 対基準年度比

総排出量 ２１５６６ ２２３６９ １８８７９ １９２４８ －１０７％

内
訳

電気 １３８８０ １４７７２ １１９７４ １２３８３ －１０８％

都市ガス ６７２７ ６７７８ ６０４４ ６０３４ －１０３％

水道 １４５ １５４ １４６ １５０ ３４％

下水道 ３９８ ４１２ ４０１ ４０８ ２５％

化石燃料 ３９４ ２３２ ２９６ ２５５ －３５３％

その他 ２２ ２０ １９ １８ －１８２％

＊ 化石燃料：ガソリン、 、 、軽油、灯油、重油など

＊ その他：自動車走行距離などから算出したメタンや一酸化二窒素を二酸化炭素に換算

＊ 各区分の数値は、四捨五入しているため、合計と異なることがある。算出にあっては、東京都地球温暖化対

策指針（平成１７年４月１日）による排出係数を使用した。

 
 

区分
平成１７年度
（基準年）

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 対基準年度比

電 気（千 ） ３５９５８ ３８２７０ ３１０２１ ３２０８１ －１０８％

都市ガス（千 ） ３１９１ ３２１５ ２８６７ ２８６２ －１０３％

水 道（千 ） ７６３ ８１０ ７６８ ７９３ ＋３９％

下 水 道（千 ） ７７８ ８０７ ７８５ ７９９ ＋２７％

ガソリン（千ℓ） ５５ ４３ ４４ ３８ －３０９％

＊ ガソリンは使用量ではなく購入量

＜二酸化炭素総排出量と内訳＞ （単位：ｔ ）

＜電気、都市ガス、水道、下水道、ガソリンの使用量内訳＞

二酸化炭素排出量の推移

基準年以降平成２２年度まで

は、多少の増減はあるもののほぼ

横ばいで推移していましたが、震

災後の節電対策等により、平成２

３年度には前年度比で１５ ６％

の減となりました。平成２４年度

は、前年度比で２０％の増加でし

た。 

(年度)

めぐろエコ・プランの計画期間

６％以上

削減

目標

(基準年)

＜二酸化炭素排出量の推移＞

トピックス

 

 

● 温室効果ガス削減に向けた取組み

★新エネルギー・省エネルギー機器等の導入

平成２４年度も平成２３年度に引き続き、区内の施設において、新築及び改修時に省エ

ネ性能の高い照明や空調機等の省エネルギー機器の導入、建物の断熱化等を行いました。

① 施設の新築・大規模改修

施設名 導入した新エネルギー・省エネルギー機器

三田フレンズ

トップランナーエアコン、外気導入制御システム（ センサ

ー）、全熱交換器（同ユニット）、節水器具、 （内 直管型

９９台）、人感センサー、スイッチ回路の細分化、 誘導灯、

エコマテリアル

建物の断熱化：開口部断熱（気密サッシ）

② 施設の小規模改修における新エネルギー・省エネルギー機器の導入等

施設名 導入した新エネルギー・省エネルギー機器

駒場住区センター トップランナーエアコン、全熱交換器（同ユニツト）

特別養護老人ホーム東が丘 型蛍光灯、適正照度調整システム、エコマテリアル

田道ふれあい館 自動制御設備

清掃事務所 トップランナー変圧器、 型蛍光灯、エコマテリアル

みどりがおかこども園
型蛍光灯、適正照度調整システム、スイッチ回路の細分化、

誘導灯、エコマテリアル

第八中学校 トップランナーエアコン、高輝度放電ランプ、エコマテリアル

東山地区センター
トップランナーエアコン、 型蛍光灯、 （内 直管型１

０９台）、 誘導灯など

南部地区センター
型蛍光灯、 （内 直管型４６５台）、人感センサー、適

正照度調整システム、 誘導灯、エコマテリアル

緑が丘文化会館 トップランナー変圧器、エコマテリアル

中目黒スクエア、駒場老人い

こいの家、駒場保育園、八ヶ

岳林間学園、第十一中学校

トップランナーエアコン

＊ 型と直管型 の併用について

・南部地区は タイプの非常照明がないため、 型蛍光灯の併用となりました。

・東山地区は タイプの非常照明と調光タイプがないため、 型蛍光灯の併用となりました。

★緑化の推進

温室効果ガスの吸収作用の保全・創出を図る目的のもと、区内の施設において新築、改

築等時に緑化の推進を行いました。平成２４年度は、５施設に計５２６４ｍ 実施しました。

施設名 緑化形式 緑化面積

目黒天空庭園 樹木・草地緑化 ３６６３ｍ

向原町児童遊園 樹木・草地緑化 ２０２ｍ

オーパス夢ひろば 樹木・草地緑化 ５８０ｍ

区営清水町アパート 樹木・草地緑化 ６４９ｍ

区営清水町アパート 屋上緑化 １５５ｍ

緑が丘駐輪場 樹木・草地緑化 １５ｍ

合 計 ５２６４ｍ

＊ 緑化面積は、小数点以下四捨五入
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★ 啓発等

職員を対象とした環境研修の実施（開催５回、参加人数４６３

人）や啓発ポスターの作成・掲示を行うことで、職員の意識啓発

を図りました。また、エコオフィス活動や地球温暖化対策の関連

情報をわかりやすく提供する「めぐろエコ・プラン通信」を作成

して、庁内メールで発信しました。

 

■ 環境負荷の低減に向けた取組み

● ごみの排出量と紙の使用量

「ごみの排出量」と「紙の使用量」は、平成２１年度から、計

画年度中の前年度以下に減らすことを目標としています。

平成２４年度は、平成２３年度と比較すると紙の使用量は減少

し目標を達成することができました。一方、ごみの排出量は前年

比＋４％となり、目標を達成することはできませんでした。ごみ

の排出量別にみると資源ごみを除き、増加傾向にあります。

 
区 分 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 対前年度比

排出量 １００７ １１０８ １２１８ １２６８ ＋４

内

訳

燃やすごみ ８３６ ９３１ １０３１ １０７７ ＋４

燃やさないごみ １３２ １４４ １４９ １６６ ＋１１

資源 ３９ ３４ ３８ ２５ －３４
 

 

区 分 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 対前年度比

用紙の購入量 ４７５０ ４１９７ ４５１７ ４４２９ －２

外注印刷物 ５７９９ ５１６７ ５２６７ ５２３２ －１

＊ 紙は ４サイズに換算しています。 

● 環境に配慮した製品の購入（グリーン購入品目数）

平成２４年度の「環境に配慮した製品」の購入は２９６品目であり、平成２３年度（２９

５品目）に比べ、１品目増えました。

区 分 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 対前年度比

品目数 ２５９ ２８３ ２９５ ２９６ ＋１品目

区民と学識経験者からなる第三者評価委員会が、めぐろエコ・プランの平成２４年度取組み

結果について評価しました。評価結果を踏まえ、今後も環境負荷の低減に努めていきます。

＜ごみの排出量＞

＜紙の使用量＞

（単位： ）

（単位：万枚）

＜ポスター（７～１０月まで掲載）＞

平成２４年度の取組み結果に対する評価

温室効果ガス排出量削減とそれに向けた取組みは非常に評価できる。環境負荷の低減に向けた

取組みは、ごみの排出量の増加の要因分析と実際の削減に向けた取組みが必要である。また、研

修を工夫するとともに、有効なＰＤＣＡサイクルを活用できる運営体制として欲しい。
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